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哲
　
墨
　
研
　
究
　
　
第
髭
十
五
號

し
て
、
東
台
二
期
に
懸
淫
せ
ら
る
、
厨
か
も
其
の
本
領
は
新
　
義
眞
書
宗
に
、
あ

．
り
。
故
に
古
義
眞
嘗
宗
帥
ち
弘
法
大
師
の
密
教
を
遽
守
す
る
徒
よ
り
塞
書
を

評
せ
ば
、
論
議
す
べ
き
徐
地
は
多
か
ら
む
。
官
等
奥
義
と
稔
す
る
も
、
新
古

を
通
じ
、
台
密
を
も
抱
寓
す
る
も
の
と
遮
聴
す
べ
か
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
綱

要
麺
解
の
揚
合
よ
り
も
、
奥
載
に
於
て
漁
者
の
最
も
注
意
を
要
す
る
こ
と
な

り
密
謀
奥
義
二
巻
は
要
す
る
に
、
密
敏
研
究
者
の
必
誠
す
べ
き
良
書
と
し
て

推
賞
し
て
措
か
ざ
惹
も
の
か
り
。
（
和
装
二
巻
　
定
償
四
圓
丙
午
掛
版
甦
）
（
島

越
蓮
眼
）

　
　
　
繹
泉
綱
要
　
　
　
秋
野
孝
道
著

　
月
次
　
第
一
編
…
　
総
設
　
第
＝
編
　
鴨
騨
心
立
の
絹
承
　

第
二
識
串
　
噸
騨
及
罰
騨
虐
ホ

の
三
原
　
第
二
輩
　
印
度
の
枳
承
　
第
三
｛
単
　
西
天
四
七
の
麗
　
第
四
章
・

支
那
の
畑
…
承
　

一
、
達
磨
以
前
の
輝
法
　
二
、
組
師
西
來
　

三
、
東
地
二
三

の
翻
脚
　
第
帽
章
　
蝋
騨
め
が
の
一
分
汲
　
　
一
、
串
岬
眼
脚
騨
　
一
一
、
崩
陽
頃
北
漸
　
三
、
漁
胸

原
南
荻
の
こ
系
　

四
、
五
家
七
宗
　
五
、
看
話
と
歌
照
　
第
六
章
　
日
本
の

畑
轡
双
　
一
、
鎌
倉
以
前
の
畑
騨
　
二
、
榮
酉
道
元
の
雨
伽
騨
師
「
　
第
七
幽
母
　
二
尊
｝

以
後
の
臨
濟
温
が
　
第
八
出
畢
　
瞥
洞
宗
の
傳
播
　
第
九
出
癖
　
徳
川
時
代
の
藤
宗

　
一
、
紳
頁
重
出
ホ
の
難
…
來
　
二
、
臨
漕
円
宗
の
復
興
　

三
、
欝
回
洞
嗣
察
の
隆
盛
　
第
十

．
雌
畢
　
明
鵠
m
以
｛
後
の
課
騨
｛
ボ
　
第
哩
三
編
　
…
紳
心
示
の
一
五
幽
献
　
第
一
章
　
欄
騨
の
本
・
領

第
二
章
　
正
法
眠
藏
　
第
＝
凱
皐
　
宗
〃
羽
　
第
涌
出
昂
　
班
依
の
纏
典
　
第
五
膏
中

坐
器
差
道
　
第
六
章
　
家
風
の
出
細
岡
脳
　
第
七
崩
早
　
五
剣
家
…
温
風
の
異
岡
　
第
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
八

隠
撮
　
臨
濟
曹
湘
…
の
甲
附
㎜
騨
風
　
．
第
九
論
草
　
洞
肉
大
師
押
と
臨
溶
一
大
師
　
第
十
四
丁

四
料
簡
と
五
位
て
四
料
簡
二
、
五
位
第
＋
一
章
看
話
、
獣
照
の

爾
騨
風
　
第
十
二
章
　
公
案
に
就
て
　
第
十
三
章
　
坐
縄
に
就
て
　
第
四
編

嘱
騨
と
戒
　
第
一
章
　
㎝
騨
門
μ
と
｛
貫
践
　
耀堕

�
｡
　
坐
縄
の
儀
期
　
第
三
漁
　
坐

灘
と
悟
　
箪
四
章
　
坐
灘
の
功
用
　
第
五
章
　
戒
法
　
　
一
、
灘
戒
　
二
、
戒

の
意
義
　
三
、
戒
源
　
第
六
牽
　
十
六
條
戒
　
第
七
踊
躍
　
戒
法
受
持
　
一、

指
墨
持
犯
二
、
止
悪
と
作
善
　
三
、
受
戒
及
其
次
第
第
八
章
騨
戒
一

蜘
　
第
践
編
　
結
言
、

　
著
巻
は
嚢
に
曹
洞
宗
大
細
長
と
し
て
令
名
あ
り
、
現
に
遠
州
可
睡
齋
に
瀦

光
町
面
し
、
幾
百
の
真
白
を
鉗
鎚
し
つ
』
あ
る
作
家
の
磯
將
、
將
に
天
下
の

輿
望
を
負
ひ
、
法
瞳
を
高
く
大
本
肉
永
年
監
寺
に
建
て
ん
と
す
る
學
徳
傘
備

の
大
宗
匠
な
り
、
此
の
師
家
に
し
て
此
の
著
あ
ろ
、
其
の
内
容
の
充
實
、
完

億
推
し
て
知
る
べ
き
の
み
、

　
由
來
、
灘
門
に
罪
す
る
署
麺
は
賢
に
汗
牛
言
置
も
齋
な
ら
ず
、
殊
に
明
治

の
末
葉
以
降
を
最
も
甚
し
と
な
す
、
さ
れ
ど
、
之
等
を
一
々
殿
槍
し
來
ら
ば

羊
頭
を
懸
け
て
狗
肉
を
懸
る
底
の
も
の
其
の
半
を
過
ぐ
と
糞
ふ
も
決
し
て
誇

張
の
言
に
由
る
な
り
、
甚
し
き
に
蓬
っ
て
は
眼
に
一
樹
字
な
き
（
宗
門
上
）
所

謂
學
者
の
鑑
…
雛
随
…
灘
に
成
れ
る
も
の
す
ら
枚
斑
中
に
逞
あ
ら
ざ
る
な
り
、
彼
等

の
所
論
は
畿
は
艶
な
り
と
錐
竜
彌
雲
斎
に
遽
か
り
、
侠
は
快
な
む
と
錐
も
盆



　
　
正
鵠
を
失
し
、
惜
い
哉
、
倒
退
三
千
璽
、
一
隻
眠
を
具
す
る
も
の
を
し
て
趙

　
　
猜
の
兵
法
を
勤
先
く
の
重
層
を
催
さ
し
む
る
も
の
差
し
砂
か
ら
ざ
る
な
り
、
然

　
　
る
に
本
書
は
、
彼
等
と
全
然
其
撰
を
異
に
し
、
著
者
多
年
の
㎞
奥
個
嫡
奥
滲
實
究

　
　
の
結
贔
、
聖
胎
長
嘆
の
賜
に
し
て
、
一
句
噂
醤
悉
く
醍
醐
の
上
昧
な
ら
ざ
る

　
　
は
な
し
今
試
み
に
其
の
最
も
著
し
き
も
の
こ
三
を
鵬
げ
む
に
、

　
　
　
第
三
編
　
…
騨
宗
の
宗
意
は
、
怠
者
の
最
も
心
血
を
注
ぎ
し
慮
に
し
て
、
又

　
　
最
も
難
解
難
入
の
電
の
、
到
底
ミ
昧
三
味
り
靖
的
一
任
に
幾
十
の
星
霜
を
㎜
闊

　
　
せ
し
も
の
に
重
ん
ぱ
、
正
に
与
れ
銀
山
鐡
壁
底
の
も
の
、
然
る
に
署
者
の
閃
電

　
　
光
の
三
二
略
、
撃
石
火
の
活
二
段
に
依
り
て
、
鼓
に
新
装
を
凝
ら
し
て
、
吾
人

　
　
の
眼
箭
に
躍
如
た
ら
し
む
こ
と
を
得
た
り
、
殊
に
充
家
七
家
の
島
風
の
異
同

　
　
を
講
じ
て
、
警
洞
、
臨
濟
の
雨
家
の
家
風
の
穫
庭
に
論
及
し
、
爾
家
の
關
襖

　
　
子
た
る
、
臨
濟
の
四
料
簡
と
、
洞
山
の
五
位
と
を
咄
嘘
の
問
に
批
朔
し
、
最

　
　
新
の
範
瞬
の
内
に
配
4
0
し
嚢
り
し
眼
光
、
手
腕
は
、
賞
に
古
今
濁
歩
、
箭
に

　
　
佛
祓
な
く
、
後
に
死
者
な
き
も
の
概
を
示
し
、
到
底
他
の
所
謂
同
者
の
追
從

　
　
摸
倣
を
許
さ
讐
る
露
な
り
。

　
　
　
第
四
編
に
藤
と
戒
と
の
交
渉
を
論
ず
る
や
、
藤
戒
噌
如
、
畢
党
不
こ
と
噺

　
　
じ
、
　
一
切
の
戒
殺
歴
を
ば
、
　
一
箇
の
心
性
に
返
本
遽
源
し
、
砦
こ
の
坐
欄
碑
の
巾
・

　
　
よ
り
現
前
し
て
賢
く
る
こ
と
な
し
と
栽
干
し
去
り
し
如
き
、
　
一
と
し
て
明
快

　
　
雪
色
の
卓
設
な
ら
ざ
る
は
な
し
、

4311

@
　
　
遮
莫
、
」
灘
は
重
縁
の
所
論
の
如
く
、
鐵
知
霞
謹
の
宗
門
に
し
て
、
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
薪
・
　
　
薯
　
　
　
紹
・
、
　
　
介
　
　
骨

机
上
の
隅
葛
藤
に
あ
ら
ず
、
假
令
萬
巻
の
経
論
、
識
録
を
撃
破
し
鍵
す
と
も

本
丸
の
憎
奥
面
目
と
は
則
ち
晶
～
れ
．
浅
交
渉
な
り
、
さ
れ
バ
本
・
書
の
｛
允
全
ぬ
兀
備
叩
を

以
っ
て
す
る
も
、
猴
ほ
是
れ
藤
海
の
一
指
針
た
る
に
渦
ぎ
ず
、
翼
く
は
此
の

的
確
な
る
一
指
針
を
ば
徒
ら
に
閑
指
針
す
る
こ
と
な
く
、
勇
猛
糟
進
以
っ
て

直
下
に
離
愉
絶
慮
の
活
路
に
慕
…
合
せ
ら
れ
む
こ
と
を
熱
望
し
て
歓
ま
ず
、

「
（
東
京
市
小
石
川
置
原
町
穴
番
地
丙
午
塒
逆
乱
盗
行
、
定
便
金
武
圓
五
拾
鏡

濾
鰹
氾
河
の
流
を
汲
め
る
「
三
二
…
、
康
囮
県
乗
）
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